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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の場所に設置される自動販売機が備える位置情報送信装置と、ユーザの携帯端末装
置と、を含んで構成する位置情報送信システムであって、
　前記ユーザの携帯端末装置は、
　ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合に前記ＧＰＳ信号と同一のインターフェ
ースで位置情報を要求する信号を発するＧＰＳ信号要求手段を備え、
　前記位置情報送信装置は、
　前記所定の場所の位置情報を記憶する位置情報記憶手段と、
　前記携帯端末装置をかざして行う非接触通信を含む、ユーザからの購入申込を受け付け
る購入申込受付手段と、
　前記購入申込受付手段が前記購入申込を受け付けたことに応じて、前記位置情報を要求
する信号を受信した場合に前記位置情報記憶手段に記憶した位置情報を前記ＧＰＳ信号と
同一のインターフェースをエミュレートして前記非接触通信により前記携帯端末装置に送
信する位置情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする位置情報送信システム。
【請求項２】
　前記携帯端末装置は、受信した前記エミュレートされたＧＰＳ信号が示す位置を算出し
、算出した位置を地図上に表示する位置表示手段を更に備えることを特徴とする請求項１
に記載の位置情報送信システム。
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【請求項３】
　所定の場所に設置される自動販売機が備える位置情報送信装置であって、
　前記所定の場所の位置情報を記憶する位置情報記憶手段と、
　ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合に前記ＧＰＳ信号と同一のインターフェ
ースで位置情報を要求する信号を発する携帯端末装置をかざして行う非接触通信を含む、
ユーザからの購入申込を受け付ける購入申込受付手段と、
　前記購入申込受付手段が前記購入申込を受け付けたことに応じて、前記位置情報を要求
する信号を受信した場合に前記位置情報記憶手段に記憶した位置情報を前記ＧＰＳ信号と
同一のインターフェースをエミュレートして前記非接触通信により前記携帯端末装置に送
信する位置情報送信手段と、
　を備えることを特徴とする位置情報送信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、位置情報を送信する位置情報送信システム及び位置情報送信装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球上の位置を測定するシステムとして、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉ
ｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）と呼ばれる全地球測位システムが知られている。ＧＰＳシス
テムでは、ＧＰＳ受信機が地球の上空にあるＧＰＳ衛星から電波を受信し、受信した電波
の時刻差から現在位置を即座に知ることができる。
【０００３】
　このようなＧＰＳシステムを利用して現在位置を取得した携帯端末から、その現在位置
を受信するようにして、ＧＰＳ受信機を備えない携帯端末が現在位置を推定できるように
した特許文献１の発明が知られている。
【０００４】
　すなわち、特許文献１の発明では、ＧＰＳ受信機を備える携帯端末が、ＧＰＳ機能で取
得した自己位置の位置情報や位置精度情報を保持し、携帯電話機や携帯端末は、互いに位
置情報を近距離無線通信する機能を備えている。そして、ＧＰＳ受信機を備えない携帯電
話機や携帯端末が、位置情報を保持する携帯電話機と近距離無線通信可能な範囲内にある
状態で、近距離無線通信で位置情報要求信号を送信すると、これを受信した、位置情報を
保持する携帯電話機や携帯端末がその自己位置の位置情報や位置精度情報を送信し、携帯
電話機はこれらを受信して、当該位置情報を保持する携帯電話機や携帯端末の近距離無線
通信の通信可能距離に基づいて自己位置を推定する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２２３４３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１の発明は、単に自己の位置情報を得る、という目的でこれら
の携帯電話機や携帯端末が予め周囲の携帯電話機や携帯端末との間で近距離無線通信を行
うことを許可しておく、という前提に基づいており、不特定多数の携帯電話や携帯端末と
そのような通信を許可した状態で携帯端末を使用することは、セキュリティ上好ましくな
く、位置情報を受信するユーザ心理の面からも不安がある、という課題がある。更に、店
舗等の特定の位置に設置した携帯端末から位置情報を送信する場合においても、店舗等の
運営側が当該携帯端末に係る設置コストや運営コストをどのように賄うかについては何ら
開示されていない。
【０００７】
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　そこで、ユーザの携帯端末が予め周囲の端末との近距離通信の許可を行うことなく、当
該装置の運営側がインセンティブを持ってユーザに位置情報を送信することができるよう
なシステム及び装置が求められている。
【０００８】
　本発明は、ユーザの携帯端末が予め周囲の端末との近距離通信の許可を行うことなく、
当該装置の運営側がインセンティブを持って携帯端末を所持するユーザに現在位置を知ら
せることができるシステム及び装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明では、以下のような解決手段を提供する。
【００１０】
　（１）　所定の場所に設置される自動販売機が備える位置情報送信装置と、ユーザの携
帯端末装置と、を含んで構成する位置情報送信システムであって、前記ユーザの携帯端末
装置は、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合に前記ＧＰＳ信号と同一のインタ
ーフェースで位置情報を要求する信号を発するＧＰＳ信号要求手段を備え、前記位置情報
送信装置は、前記所定の場所の位置情報を記憶する位置情報記憶手段と、前記携帯端末装
置をかざして行う非接触通信を含む、ユーザからの購入申込を受け付ける購入申込受付手
段と、前記購入申込受付手段が前記購入申込を受け付けたことに応じて、前記位置情報を
要求する信号を受信した場合に前記位置情報記憶手段に記憶した位置情報を前記ＧＰＳ信
号と同一のインターフェースをエミュレートして前記非接触通信により前記携帯端末装置
に送信する位置情報送信手段と、を備えることを特徴とする位置情報送信システム。
【００１１】
　（１）の構成によれば、本発明に係る位置情報送信システムは、所定の場所に設置され
る自動販売機が備える位置情報送信装置及びユーザの携帯端末装置を含んで構成され、ユ
ーザの携帯情報端末は、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合にＧＰＳ信号と同
一のインターフェースで位置情報を要求する信号を発し、位置情報送信装置は、所定の場
所の位置情報を記憶し、携帯端末装置をかざして行う非接触通信を含む、ユーザからの購
入申込を受け付け、購入申込を受け付けたことに応じて、位置情報を要求する信号を受信
した場合に位置情報記憶手段に記憶した位置情報をＧＰＳ信号と同一のインターフェース
をエミュレートして非接触通信により携帯端末装置に送信する。
【００１２】
　すなわち、本発明に係る位置情報送信装置は、ユーザが自動販売機に対して何らかの購
入申込を行ったときにのみ、所定の場所の位置情報をユーザの携帯端末装置に送信するこ
とになるので、位置情報送信装置は、自動販売機の販売促進装置として機能する。したが
って、自動販売機の設置者は位置情報の送信の度に確実に売り上げを確保することができ
る。更に、位置情報の送信は、ユーザが携帯端末装置をかざすことによる非接触通信のみ
により行われるので、ユーザは予め周囲の端末との近距離通信の許可を行っておく必要が
ない。ここで、情報を手渡す感覚で通信する非接触通信であるので、位置情報送信装置が
記憶している位置情報は、購入申込を行ったユーザの位置を示し、ユーザは現在位置を正
確に知ることができる。
【００１３】
　（２）　前記携帯端末装置は、受信した前記エミュレートされたＧＰＳ信号が示す位置
を算出し、算出した位置を地図上に表示する位置表示手段を更に備えることを特徴とする
（１）に記載の位置情報送信システム。
【００１４】
　（２）の構成によれば、（２）に記載の位置情報送信システムにおいてユーザの携帯端
末装置は、受信したエミュレートされたＧＰＳ信号が示す位置を算出し、算出した位置を
地図上に表示する。したがって、本発明に係る位置情報送信システムは、ＧＰＳ衛星から
ＧＰＳ信号を受信できない場合においても、ユーザに現在位置を正確に知らせることがで
きる。
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【００１５】
　（３）　所定の場所に設置される自動販売機が備える位置情報送信装置であって、前記
所定の場所の位置情報を記憶する位置情報記憶手段と、ＧＰＳ信号が受信できないことを
判定した場合に前記ＧＰＳ信号と同一のインターフェースで位置情報を要求する信号を発
する携帯端末装置をかざして行う非接触通信を含む、ユーザからの購入申込を受け付ける
購入申込受付手段と、前記購入申込受付手段が前記購入申込を受け付けたことに応じて、
前記位置情報を要求する信号を受信した場合に前記位置情報記憶手段に記憶した位置情報
を前記ＧＰＳ信号と同一のインターフェースをエミュレートして前記非接触通信により前
記携帯端末装置に送信する位置情報送信手段と、を備えることを特徴とする位置情報送信
装置。
【００１６】
　（３）の構成によれば、本発明に係る位置情報送信装置は、所定の場所に設置される自
動販売機が備え、所定の場所の位置情報を記憶し、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定
した場合にＧＰＳ信号と同一のインターフェースで位置情報を要求する信号を発する携帯
端末装置をかざして行う非接触通信を含む、ユーザからの購入申込を受け付け、購入申込
を受け付けたことに応じて、位置情報を要求する信号を受信した場合に位置情報をＧＰＳ
信号と同一のインターフェースをエミュレートして非接触通信により携帯端末装置に送信
する。すなわち、本発明に係る位置情報送信装置は、ユーザが自動販売機に対して何らか
の購入申込を行ったときにのみ、所定の場所の位置情報をユーザの携帯端末装置に送信す
ることになるので、位置情報送信装置は、自動販売機の販売促進装置として機能する。し
たがって、ユーザの携帯端末が予め周囲の端末との近距離通信の許可を行うことなく、当
該装置の運営側がインセンティブを持って携帯端末を所持するユーザに現在位置を知らせ
ることができる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、ユーザの携帯端末が予め周囲の端末との近距離通信の許可を行うこと
なく、当該装置の運営側がインセンティブを持って携帯端末を所持するユーザに現在位置
を知らせることができる。
【００１８】
　本発明によれば、例えば、ユーザの携帯端末がＧＰＳ電波を受信できない地下等におい
て、ユーザは、周囲の端末との近距離通信の許可を行うことなく、ジュースの購入やコン
ビニでの買い物等の購入操作を行うことによって、非接触通信を介して正確な現在位置を
知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る位置情報送信システム２０における位置情報送信装置
１０と、携帯端末装置５０との機能を示す機能ブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０のハードウェア構成の一例を示
すブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０の位置情報記憶部３１を示す図
である。
【図４】本発明の一実施形態に係る携帯端末装置５０のハードウェア構成の一例を示すブ
ロック図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０と、携帯端末装置５０との処理
内容を示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態に係る携帯端末装置５０の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図を参照しながら説明する。
【００２１】
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　図１は、本発明の一実施形態に係る位置情報送信システム２０における位置情報送信装
置１０と、携帯端末装置５０との機能を示す機能ブロック図である。位置情報送信装置１
０は、所定の場所に設置される自動販売機に備えられ、購入申込受付手段として購入申込
受付部１１と、位置情報送信手段として位置情報送信部１２と、位置情報記憶手段として
位置情報記憶部３１とを備えている。携帯端末装置５０は、ＧＰＳ信号要求手段としてＧ
ＰＳ信号要求部５１と、位置情報受信部５２と、位置表示手段として位置表示部５３と、
を備えている。
【００２２】
　位置情報送信装置１０の位置情報記憶部３１は、自動販売機が設置される所定の場所の
位置情報を記憶する。位置情報は、位置情報送信装置１０を自動販売機に備える際に、自
動販売機を設置した位置を示す位置情報を、位置情報記憶部３１に設定する。あるいは、
位置情報は、自動販売機を管理するサーバからダウンロードして、位置情報記憶部３１に
設定するとしてもよい。
【００２３】
　携帯端末装置５０のＧＰＳ信号要求部５１は、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定し
た場合にＧＰＳ信号と同一のインターフェースで位置情報を要求する信号を発する。すな
わち、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合に、例えば、ユーザが携帯端末装置
５０を自動販売機の所定の箇所にかざすと、ＧＰＳ信号要求部５１は、位置情報を要求す
る信号を非接触通信により位置情報送信装置１０に送信する。位置情報を要求する信号は
、例えば、携帯端末装置５０が使用しているＧＰＳシステムを識別する情報を含む。位置
情報送信装置１０は、このような識別する情報に基づいて、返信すべきＧＰＳ信号のイン
ターフェースを判別することができる。
【００２４】
　非接触通信には、例えば、ＮＦＣ（Ｎｅａｒ　Ｆｉｅｌｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏ
ｎ）がある。ＮＦＣは、１３．５６ＭＨｚ帯域の電波を使用した近接型の無線通信の規格
である。この通信規格のＩＣチップを搭載している機器同士を１０ｃｍ程度まで近づける
と、双方が認識し、最大４２４ｋｂｐｓで情報交換ができる。すなわち、ＮＦＣは、機器
同士を１０ｃｍ程度まで近づけて情報を交換するので、情報を手渡すイメージで交換でき
る。
【００２５】
　位置情報送信装置１０の購入申込受付部１１は、ユーザからの購入申込を受け付ける。
ユーザからの購入申込は、携帯端末装置５０をかざして行う非接触通信を含む。
【００２６】
　位置情報送信装置１０の位置情報送信部１２は、購入申込受付部１１が購入申込を受け
付けたことに応じて、位置情報を要求する信号を受信した場合に位置情報記憶部３１に記
憶した位置情報をＧＰＳ信号と同一のインターフェースをエミュレートして非接触通信に
より携帯端末装置５０に送信する。すなわち、位置情報送信部１２は、ユーザの携帯端末
装置５０から購入申込を受け付けたことに応じて位置情報を要求する信号を受信した場合
に、当該自動販売機の位置情報を、携帯端末装置５０が上述のＧＰＳシステムを識別する
情報に基づいて当該ＧＰＳシステムと同一のインターフェースをエミュレートして非接触
通信により、ユーザの携帯端末装置５０に手渡す感覚で送信する。
【００２７】
　ここで、位置情報送信装置１０は、上述のプロセスで判別したＧＰＳシステムにおいて
、各衛星の位置を刻々とシミュレーションして計算するプログラムを備えている。位置情
報送信部１２は、ユーザの携帯端末装置５０から位置情報要求を受けた際に、当該シミュ
レーションによりその時刻において当該自動販売機の位置から交信可能な衛星を少なくと
も３つ（高度情報も含めて計算する場合は少なくとも４つ）特定し、更に特定した衛星か
ら受信するはずの時刻データをそれぞれシミュレーションにより算出する。そして、位置
情報送信部１２は、算出した時刻データから構成されるＧＰＳ信号をエミュレートしてユ
ーザの携帯端末装置５０に送信する。この様な方法により、携帯端末装置５０のプログラ
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ムの変更を最小限にすることができる。なお、位置情報送信装置１０は当該ＧＰＳ信号を
より精度よくシミュレーションするために、内部時計を正確に合わせる手段、例えば電波
時計等のように、定期的に時刻を合わせる手段を有していると好適である。
【００２８】
　携帯端末装置５０の位置情報受信部５２は、位置情報送信装置１０の位置情報送信部１
２が送信したエミュレートされたＧＰＳ信号を非接触通信により受信する。そして、位置
情報受信部５２は、通常備えているＧＰＳプログラムにより、受信した情報に基づいて、
自動販売機の位置情報（すなわち、ユーザの位置）を計算することができる。すなわち、
携帯端末装置５０は、予め周囲の端末との近距離通信の許可を行うことなく、位置情報を
非接触通信により取得する。
【００２９】
　携帯端末装置５０の位置表示部５３は、取得した位置情報に基づく位置を地図上に表示
する。地図は、予めダウンロード等により取得してもよいし、受信した位置情報に基づい
てダウンロードするとしてもよい。例えば、ＧＰＳ電波を受信できない地下等において、
携帯端末装置５０は、地下街の地図を取得して表示すると共に、非接触通信を介して受信
した位置情報が示す位置を地図上に表示する。したがって、ユーザは、ユーザの携帯端末
がＧＰＳ電波を受信できない地下等においても、予め周囲の端末との近距離通信の許可を
行うことなく、自動販売機に対して何らかの購入申込を行うために携帯端末装置５０をか
ざすだけで現在位置を正確に知ることができる。そして、ユーザは、例えば、地下街の中
での現在位置を正確に知り、適切な出口を知ることができたり、目当ての店舗を探すこと
ができる。
【００３０】
　図２は、本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０のハードウェア構成の一例を
示すブロック図である。位置情報送信装置１０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅ
ｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０１０、バスライン１００５、通信Ｉ／Ｆ１０４０、メインメ
モリ１０５０、ＢＩＯＳ（Ｂａｓｉｃ　Ｉｎｐｕｔ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｓｙｓｔｅｍ）１０
６０、Ｉ／Ｏコントローラ１０７０、操作部１１００、ＮＦＣ通信部１５００並びに表示
装置１０２２を備える。
【００３１】
　ＣＰＵ１０１０は、位置情報送信装置１０を統括的に制御する部分であり、メモリ２０
１２に記憶された各種プログラムを適宜読み出して実行することにより、上述したハード
ウェアと協働し、本発明に係る各種機能を実現している。
【００３２】
　Ｉ／Ｏコントローラ１０７０には、ハードディスク１０７４等の記憶手段を接続するこ
とができる。
【００３３】
　ＢＩＯＳ１０６０は、位置情報送信装置１０の起動時にＣＰＵ１０１０が実行するブー
トプログラムや、位置情報送信装置１０のハードウェアに依存するプログラム等を格納す
る。
【００３４】
　ハードディスク１０７４は、位置情報送信装置１０が本発明の機能を実行するためのプ
ログラム及び位置情報を記憶している。本実施形態では、位置情報をハードディスク１０
７４に記憶するとしたが、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＥＰＲＯＭ（
Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）等の読み出しを主とした専用メ
モリに記憶するとしてもよい。
【００３５】
　位置情報送信装置１０に提供されるプログラムは、ハードディスク１０７４等に格納さ
れて提供される。このプログラムは、Ｉ／Ｏコントローラ１０７０を介して読み出される
。又は、通信Ｉ／Ｆ１０４０を介してダウンロードされることによって、位置情報送信装
置１０にインストールされてもよい。
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【００３６】
　ここで、操作部１１００は、各種設定や入力操作を行う操作ボタン群、決定操作ボタン
等から構成され、表示装置１０２２は、位置情報送信装置１０による演算処理結果の画面
を表示したりするものであり、ブラウン管表示装置（ＣＲＴ）、液晶表示装置（ＬＣＤ）
等のディスプレイ装置を含む。
【００３７】
　また、通信Ｉ／Ｆ１０４０は、位置情報送信装置１０を専用ネットワーク又は公共ネッ
トワークを介して位置情報送信装置１０を管理するサーバと接続できるようにするための
ネットワーク・アダプタである。通信Ｉ／Ｆ１０４０は、モデム、ケーブル・モデム及び
イーサネット（登録商標）・アダプタを含んでよい。
【００３８】
　ＮＦＣ通信部１５００は、ＮＦＣ規格の通信機器と非接触通信をする。ＮＦＣ通信部１
５００は、非接触通信に必要なアンテナ及びアンテナ信号処理回路等を含んで構成される
。
【００３９】
　図３は、本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０の位置情報記憶部３１を示す
図である。位置情報記憶部３１は、ハードディスク１０７４上に構成され、位置情報とし
て、自動販売機の位置（例えば、緯度及び経度）を記憶している。そして、上述の様に、
位置情報送信装置１０は、ユーザの携帯端末装置５０から位置情報要求を受けた際に、各
衛星の位置を計算するシミュレーションによりその時刻において位置情報記憶部３１に記
憶した位置から交信可能な衛星を少なくとも３つ（高度情報も含めて計算する場合は少な
くとも４つ）特定し、更に特定した衛星から受信するはずの時刻データをそれぞれシミュ
レーションにより算出し、算出した時刻データから構成されるＧＰＳ信号をエミュレート
してユーザの携帯端末装置５０に送信する。エミュレートされたＧＰＳ信号を受信したユ
ーザの携帯端末装置５０は、通常備えているＧＰＳプログラムにより自動販売機の位置（
すなわち、ユーザの位置）を計算することができる。
【００４０】
　図４は、本発明の一実施形態に係る携帯端末装置５０のハードウェア構成の一例を示す
ブロック図である。
【００４１】
　図４に示すように、携帯端末装置５０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉ
ｎｇ　Ｕｎｉｔ）２０１１、メモリ２０１２、操作部２０１３、表示部２０１４、補助記
憶部２０１５、ネットワーク通信Ｉ／Ｆ２０４０、ＧＰＳ受信部２０３０及びＮＦＣ通信
部２５００がバスライン２００５により接続されて構成されている。
【００４２】
　ＣＰＵ２０１１は、携帯端末装置５０を統括的に制御する部分であり、メモリ２０１２
に記憶された各種プログラムを適宜読み出して実行することにより、上述したハードウェ
アと協働し、本発明に係る各種機能を実現している。
【００４３】
　操作部２０１３は、各種設定や入力操作を行う操作ボタン群、決定操作ボタン等を備え
ており、操作部２０１３による入力情報はＣＰＵ２０１１の制御下で処理される。表示部
２０１４は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機ＥＬ（Ｅ
ｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）によって構成され、各種情報を表示する。例
えば、表示部２０１４は、地図テキストデータ等を表示すると共に、受信した位置情報に
基づいて携帯端末装置５０の位置を表示する。
【００４４】
　補助記憶部２０１５は、フラッシュメモリ等により構成され、携帯端末装置５０が機能
するための各種プログラム及び本発明の機能を実行するプログラムを記憶しており、更に
、地図テキストデータ等の各種データベースを構成可能である。
【００４５】
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　ＧＰＳ受信部２０３０は、ＧＰＳ衛星から電波を受信する。ＧＰＳ受信部２０３０は、
無線通信に必要なアンテナ及びアンテナ信号処理回路等を含んで構成される。
【００４６】
　ネットワーク通信Ｉ／Ｆ２０４０は、携帯端末装置５０を専用ネットワーク又は公共ネ
ットワークを介して地図データベースを保有するサーバ等と接続できるようにするための
ネットワーク・アダプタである。例えば、ネットワーク通信Ｉ／Ｆ２０４０を介して、地
図データの受信をすることができる。
【００４７】
　ＮＦＣ通信部２５００は、ＮＦＣ規格の通信機器と非接触通信をする。ＮＦＣ通信部２
５００は、非接触通信に必要なアンテナ及びアンテナ信号処理回路等を含んで構成される
。
【００４８】
　図５は、本発明の一実施形態に係る位置情報送信装置１０と、携帯端末装置５０との処
理内容を示すフローチャートである。なお、本処理は、例えば、プログラム開始指令を受
け付けて開始し、プログラム終了により終了する。
【００４９】
　携帯端末装置５０のステップＳ２０１において、ＣＰＵ２０１１は、購入申込と、位置
情報要求とを送信する。より具体的には、ユーザが携帯端末装置５０を位置情報送信装置
１０の所定の箇所にかざすと、ＣＰＵ２０１１は、ＮＦＣ通信部２５００を介して、位置
情報送信装置１０のＮＦＣ通信部１５００と通信を実行し、購入申込と、位置情報要求（
具体的には、使用しているＧＰＳシステムを識別する情報を含む）とを送信する。その後
、ＣＰＵ２０１１は、処理をステップＳ２０２に移す。
【００５０】
　位置情報送信装置１０のステップＳ１０１において、ＣＰＵ１０１０は、購入申込を受
け付ける。より具体的には、ＣＰＵ１０１０は、ＮＦＣ通信部１５００を介して、携帯端
末装置５０のＮＦＣ通信部２５００から購入申込を受信し、受信した時刻を記憶する。そ
の後、ＣＰＵ１０１０は、処理をステップＳ１０２に移す。
【００５１】
　位置情報送信装置１０のステップＳ１０２において、ＣＰＵ１０１０は、位置情報要求
を受信か否かを判断する。より具体的には、ＣＰＵ１０１０は、ＮＦＣ通信部１５００を
介して、携帯端末装置５０のＮＦＣ通信部２５００から購入申込を受け付けたことに応じ
て位置情報要求を受信したか否かを判断する。この判断がＹＥＳの場合は、処理をステッ
プＳ１０３に移し、ＮＯの場合は処理を終了する。
【００５２】
　位置情報送信装置１０のステップＳ１０３において、ＣＰＵ１０１０は、エミュレート
したＧＰＳ信号を送信する。より具体的には、ＣＰＵ１０１０は、各衛星の位置をシミュ
レーションして計算するシミュレーションにより、ステップＳ１０１で記憶した時刻にお
いて位置情報記憶部３１に記憶した位置から交信可能な衛星を少なくとも３つ（高度情報
も含めて計算する場合は少なくとも４つ）特定し、更に特定した衛星から受信するはずの
時刻データをそれぞれシミュレーションにより算出する。そして、ＣＰＵ１０１０は、算
出した時刻データから構成されるＧＰＳ信号をエミュレートして、ＮＦＣ通信部１５００
を介して、携帯端末装置５０のＮＦＣ通信部２５００に送信する。その後、ＣＰＵ１０１
０は、処理を終了する。
【００５３】
　携帯端末装置５０のステップＳ２０２において、ＣＰＵ２０１１は、エミュレートされ
たＧＰＳ信号を受信する。より具体的には、ＣＰＵ２０１１は、ＮＦＣ通信部２５００を
介して、位置情報送信装置１０のＮＦＣ通信部１５００から、エミュレートされたＧＰＳ
信号を受信し、通常の位置算出方法と同様にＧＰＳプログラムにより、自動販売機の位置
を計算し、緯度及び経度で表される位置データを取得する。その後、ＣＰＵ２０１１は、
処理をステップＳ２０３に移す。
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【００５４】
　携帯端末装置５０のステップＳ２０３において、ＣＰＵ２０１１は、位置を表示する。
すなわち、ＣＰＵ２０１１は、地図管理サーバからダウンロードして補助記憶部２０１５
に記憶している地図データに基づいて地図を表示部２０１４に表示すると共に、取得した
位置データが示す位置を表示部２０１４に表示する。その後、ＣＰＵ２０１１は、処理を
終了する。
【００５５】
　図６は、本発明の一実施形態に係る携帯端末装置５０の表示例を示す図である。すなわ
ち、図６の例は、ユーザが携帯端末装置５０を位置情報送信装置１０の所定の箇所にかざ
すことによって購入申込と位置情報要求とを非接触通信により送信し、携帯端末装置５０
が非接触通信により受信したエミュレートされたＧＰＳ信号に基づいて取得した位置デー
タ（例えば、緯度及び経度）によって現在位置を表示していることを示す例である。すな
わち、携帯端末装置５０は、表示部２０１４の位置表示欄１０１に取得した位置データを
表示し、位置データに基づいてダウンロードした地図を地図表示欄１０２に表示し、位置
データが示す位置２０１を地図上に表示している。
【００５６】
　実施例によれば、本発明に係る位置情報送信システム２０は、所定の場所に設置される
自動販売機が備える位置情報送信装置１０及びユーザの携帯端末装置５０を含んで構成さ
れ、ユーザの携帯端末装置５０は、ＧＰＳ信号が受信できないことを判定した場合にＧＰ
Ｓ信号と同一のインターフェースで位置情報を要求する信号を発し、位置情報送信装置１
０は、所定の場所の位置情報を位置情報記憶部３１に記憶し、携帯端末装置５０をかざし
て行う非接触通信を含む、ユーザからの購入申込を受け付け、購入申込を受け付けたこと
に応じて、位置情報を要求する信号を受信した場合に位置情報記憶部３１に記憶した位置
情報をＧＰＳ信号と同一のインターフェースをエミュレートして非接触通信により携帯端
末装置５０に送信する。
【００５７】
　すなわち、情報を手渡す感覚で通信する非接触通信であるので、位置情報送信装置１０
が記憶している位置情報は、購入申込を行ったユーザの位置を示し、ユーザは現在位置を
正確に知ることができる。そして、位置情報送信装置１０を備える自動販売機に対してユ
ーザが何らかの購入申込を行ったときにのみ、自動販売機の位置情報をユーザの携帯端末
装置５０に送信することになるので、位置情報送信装置１０は、自動販売機の販売促進装
置として機能し、当該装置の運営側がインセンティブを持って携帯端末装置５０を所持す
るユーザに現在位置を知らせることができる。更に、位置情報の送信は、ユーザが携帯端
末装置５０をかざすことによる非接触通信のみにより行われるので、ユーザは予め周囲の
端末との近距離通信の許可を行っておく必要がない。
【００５８】
　更に、本発明に係る位置情報送信システム２０において、携帯端末装置５０は、受信し
たエミュレートされたＧＰＳ信号が示す位置を取得し、取得した位置を表示部２０１４に
表示した地図上に表示する。よって、例えば、位置情報送信装置１０を備えた自動販売機
等で購入操作を行ったユーザは、当該位置情報送信装置１０から位置情報を取得し、現在
位置を正確に知ることができる。したがって、本発明に係る位置情報送信システム２０は
、ＧＰＳ衛星からＧＰＳ信号を受信できなくても、ユーザに現在位置を正確に知らせるこ
とができる。
【００５９】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に限るもので
はない。また、本発明の実施形態に記載された効果は、本発明から生じる最も好適な効果
を列挙したに過ぎず、本発明による効果は、本発明の実施例に記載されたものに限定され
るものではない。
【符号の説明】
【００６０】
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　　１０　位置情報送信装置
　　１１　購入申込受付部
　　１２　位置情報送信部
　　２０　位置情報送信システム
　　３１　位置情報記憶部
　　５０　携帯端末装置
　　５１　ＧＰＳ信号要求部
　　５２　位置情報受信部
　　５３　位置表示部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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